2011高雄食品見本市ジャパンパビリオンの出展者募集案内書

－平成23年度輸出倍増リード事業－
１．出展者募集の趣旨
農林水産省は、台湾で開催される食品見本市高雄食品見本市2011に「ジャパンパビリオン」を設置することとしており、その出展者を募集いたします。

ジャパンパビリオンは、台湾における日本産生鮮農林水産物及びその加工品の輸出市場開拓・拡大のため戦略的かつ具体的な商談活動を行う方にご出展いただけるスペースです。皆様のご応募をお待ちしております。

２．事業実施者

　農林水産省の委託を受けた業者が本事業を実施します。

※受託業者については現在公募中であり、１０月上旬を目途に委託契約締結予定。
３．高雄食品見本市2011の概要

(1) 会期：2011年11月10日（木）～13日（日）
11月10日 　　 10時30分～19時00分
11月11、12日  11時00分～19時00分

11月13日 　　 11時00分～17時00分

(2) 会場: 高雄市現代化総合体育館
(3) スポンサー：台湾政府経済部国際貿易局 
主催: 中華民国対外貿易発展協会（TAITRA）
(4)ウェブサイト：http://www.foodkh.com.tw/ja_JP/index.html 
(5)特徴：バイヤー及び一般来場者対象の混合見本市
（参考）昨年の実績
(1)会期：2010年11月４日～７日
(2)出展者数：153社（うち海外からの出展数20社）

(3)来場者数：16,440名（うち海外からの来場者数271名）
４．ジャパンパビリオンの概要
(1)出展規模：約144㎡（予定）
(2)出展料：無料（事業費にて負担）
※出展者の渡航費、出展物の輸送料・通関手数料、自ら雇用する通訳・アシスタントの賃金等、ジャパンパビリオンへの出展に伴う諸般の経費は出展者の自己負担となります。
(3)ジャパンパビリオンの運営事務局
　「２．事業実施者」が運営事務局となります。運営事務局は、出展者説明会の開催、出展スペースの装飾、高雄食品見本市2011主催者との調整、バイヤー誘致のための広報、パビリオン全体の通訳の確保、商談アレンジ等、ジャパンパビリオンの運営に関する諸般の事務を処理します。
５．応募方法

　出展をご希望される方は、ご応募の前に必ずこの「出展者募集案内書」をお読みいただき、その内容についてご了解の上、次の手順によりご応募願います。

(1)出展申込書のＦＡＸ送付

　「出展申込書」に必要事項をご記入の上、下記の送付先へＦＡＸでご送付下さい（他の通信手段でのご送付は内容の行き違い等の恐れがあるため不可とします）。
【応募締め切り】
　平成23年10月１３日（木）18時00分（書類必着）
【送付先】
ＦＡＸ：０３（６７３８）６４７５
　〒１００－８９５０
　東京都千代田区霞が関１－２－１
　農林水産省食料産業局輸出促進グループ
　電話：０３（３５０１）４０７９（ダイヤルイン）
　
(2)出展申込書の受付確認
　「出展申込書」をご送付いただいた方には、ご送付から１営業日以内に担当から受付確認のご連絡（Eメール）をいたします。（Ｅメールがない方は電話にて連絡いたします。）「出展申込書」の受付は、この受付確認のご連絡をもって完了します。
　「出展申込書」の中で必要な記載事項に漏れがある場合には、担当からその旨のご連絡をいたしますので、改めて必要事項をご記入の上、再度のご送付をお願いいたします（Ｅメール、電話にての修正には応じられません。）
なお、「出展申込書」のご送付から１営業日を過ぎても連絡がない場合には、お手数ですが担当までお問い合わせ願います。
【担当】

農林水産省食料産業局輸出促進グループ
　電話：０３（３５０１）４０７９（ダイヤルイン）
　課長補佐　南部浩志
　輸出業務第２係長　岡本祐子
６．出展者の選定
　また、応募多数の場合は、選定を行います。出展者の選定にあたっては、各応募者からご送付いただきました「出展申込書」の記載内容について、主に以下に挙げる事項を当方の基準に従って採点し、点数の高位の者から順に選定します。
　なお、出展物として適当でないもの（日本産生鮮農林水産物またはその加工品に該当しないもの、台湾への輸入が認められていないもの等）については、選定の対象となりませんので、あらかじめご了承下さい。

（主な選定基準）
・日本産生鮮農林水産物またはその加工品か

・当該国・地域において今後の輸出増が期待できる品目か

・出展物の品質、価格、物流面での要件等が現地で受け入れられるものか
・出展により新しい海外市場の開拓が期待できる商品か

・応募者の輸出に取り組む姿勢・戦略の実現可能性が見られ、その中での本見本市の位置づけが適切か
・応募者の生産・供給体制は整っているか
・会期中の商談に臨む体制、会期後に商談を成約させるための体制が整っているか
・法令遵守にかかる実績及び姿勢があるか
・輸出のためのパートナー又は相当する事業者との連携があるか
・国の事業の一員として参加しているという意識が高いか
７．結果の通知
　各応募者に対する選定結果については、応募締め切り後、１週間以内に担当からＥメール及び電話にてご連絡いたします。
８．出展者説明会
　出展者として選定された方には、後日運営事務局（委託先）の主催により出展に係る説明会を開催する予定にしております。説明会の詳細については、事務局から後日改めてご連絡いたします。
９．出展にあたっての注意事項
(1)運営事務局が出展者に提供する役務

　①ジャパンパビリオン出展スペースの確保（高雄食品見本市主催者との折衝、出展スペース料の支払い等）
　②ジャパンパビリオンの設計、施工、基本装飾、基本設備（テーブル、椅子、社名板等）の設置

　③ジャパンパビリオン共通設備の維持管理（一定量の電気供給、警備等）

　④通訳（ジャパンパビリオン全体で若干名）

　⑤バイヤー誘致のための広報（ジャパンパビリオンHPの作成・運営を含む）
　⑥来場者向けパンフレットの作成

　⑦現地市場に関する情報提供
⑧出展に係る食品等についての放射性物質の検査（ゲルマニウム半導体検出機による）
(2)出展者の自己負担となる経費
　９．(1)以外の事項に関する経費は出展者の自己負担となります。主なものは次のとおりです。
　①出展物等の輸送に関する経費

　　・輸出梱包及び展示会場までの輸送経費

　　・見本市終了後における出展物の処理（還送・転送等）にかかる輸送経費

　・出展物の輸入税、通関費用、その他公租公課、輸送保険料

②展示装飾に要する経費

　・出展者が独自に必要とする設備・備品等の設置・借上、撤去等に要する経費
　③社員等の派遣に要する経費（渡航費、宿泊費等）
　④出展物及び自社ブースに持ち込む出展者所有物についての見本市会期中の盗難保険料

　⑤その他
　　・出展者の都合により発生する個別経費

　　・各ブースに出展者が独自に配置する通訳又は専属アシスタントの経費（運営事務局は、通訳やアシスタントの派遣会社等をご紹介することはできますが、経費は出展者の自己負担となります）

(3)出展物の輸送方法
　運営事務局は、出展者に対して見本市のオフィシャルフォアーダー等の輸送業者をご参考として紹介しますが、出展物の輸送についての各種の手配は出展者の責任で行っていただきますので、運送業者と直接連絡をとって下さい。

　また、既に輸送ルートをお持ちの場合は、当該ルートをご利用いただいて結構ですが、出展物の輸送、通関等が確実に行われるよう、出展者の責任において手配していただきます。会期終了後、日本に返送しない出展物については各出展者の責任で処分していただきます。

(4)出展スペースの配置

　各出展者の出展スペースの配置は、ジャパンパビリオン全体の構成や出展物の内容を勘案の上、運営事務局が決定いたします。必ずしも出展者のご希望に沿えないことがありますので、予めご了承下さい。

(5)社員等の派遣について
　各出展者には必ず会期の全日程を通じて必要な員数の社員等を派遣し、ブースでの商談・PRを行える体制を確保していただきます。申し込み後に全日程での社員等派遣ができないことが明らかになった場合、運営事務局からご出展をお断りすることがあります。
(6)アンケート等へのご協力
　出展者の皆様には、事業の実績等を把握し、来年度以降の輸出促進対策への参考とするため、会期前後及び会期中に行うアンケート等にご協力いただきますので予めご承知置き下さい。

